























































の関係をはじめとして、施策がとられる以前の習合形態など、これまでにも多くの研究が進められ 『明治維新神仏分離史 』 よう 集の刊行 みている。また、自治体史（誌）においてもこの問題についてふれることがないと言ってよいほどに取り上げられている。ただし、その多くは神仏分離と廃寺の一覧掲出にとどまったり、特に神仏分離の激しかった寺社の記述や神葬祭化との一連の流れにおいて平板的に述べられていることも多い。
　これについての筆者の問題関心は、村落レベルでの神仏関係がどのよ
うな状況であり、その後 宗教状況に かなる変化を及ぼしたのか、分離政策が村落神社においてど ような影響を与えたのかという点を、今日に至る状況も含めて実態的に捉える ころ あ
　その一斑として、かつて明治初年における神社調書を資料として、社
名・祭神・社人などの点にお て神仏分離がどのように行われ、それが近代以降の「神 」概念 形成とどのようにかかわったのかという問題について分析を試みたことがあるが（ 「明治初年 神社調査期におけ地域神社の様相―明治四年鳥羽藩『神社取調』の分析 ら」 『神社本庁教学研究所紀要』第二号、平成九年三月） 、こうし 観点から 分析研究は、更に進める必要があることと考えている。その理由は、実際に地域神社の調査研究を進めていると、なお神仏関係 村落レベルで 「共存」の状況があり、それを神仏分離の未徹底 か、あ いは神仏関係が錯綜しており「習合」形態が残存していると簡単には片付けられな ように思うからである。
　神仏分離の様相は、個別の社寺ごとに異なっていようし、また地域の
状況によりさまざまであろう。それゆえに、この問題を扱う上では、具体的に諸事例とりあげ分析を加え、 らを相互比較しながら、神仏関係論を展開するこ も必要なことではないかと考える。ただし、筆者のこれまでの地域神社を対象とした研究（ 『蘇るムラの神々』大明堂 平成四年）は、明治末期の神社整理と祭りの変容について焦点をあて地域共同体における神社の性格を考察することが主であり、その関係で明治初期の「神社」調査に目を向けるにとどまり、村落の社会生活における地域住民 神仏関係の意識、その受け止め方という点 充分な検討を加えてきておらず、その分析枠も確た ものを設定はしていないが、今後の作業とし は、およ 次 三点に着目して行くこ が必要 あろうと考える。すなわちそれらは、





































治」と称し、この地での交易・物流活動を支えてきた「河崎」 、さらには港としての機能を果たしてきた「神社（かみやしろ） 」 「大湊」を含めて捉える視点が必要であろう。現在は伊勢市と称され いるが、これは昭和三〇年（一九五五）のことで、それまでは宇治山田市（明治三九年〈一九〇六〉市政施行）として知られてきており、その中核が山田と宇治の町であるが、両地域の面積や人口は山田が勝っている
　伊勢神宮における神仏関係は、祭儀面では隔離されることが基本であ
るが、 祭祀組織を構成する神官層においては、 思想をはじめ信仰レベル、日常の生活場面においては深く関係するところがあった。朝熊山 おける神主の納経 また神宮では遷宮と称する定期的な社殿造替 伴う祭儀が行なわれるが、中断していた遷宮の復興に慶光院という尼僧 勧進活動が行なわれるなど神仏関係は単純に理解できないところがある。
　また、伊勢神宮の禰宜・権官層で独自に宗門改めがなされるように
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と考えられるが、 「介入・変化」はさせ くて 、神仏を分離する いうこ は、逆に言えば、 「 」を明確にすることで あり、 こでは仏との直接的なかかわりはなくなったとしても、新たな「神」と ての神社祭儀（さまざまなレベルで）を生み出すこと なかったの などは検
国立歴史民俗博物館研究報告















































との関係において変化するところではなかったのかどうか。それは信仰の構造性の問題であるとともに、さまざま 信仰形態を持つあるいは受け入れることにより機能を果た ところはなかったのかどうか。これらを神仏分離という画期をへた近代の「神道」という場面 なかで、今日における地域神社の存在状況も視野に入れつつどこまで迫れる 、多くの課題をかかえているよ である。おわりに
　地域社会における神仏関係については、個別民俗事象だけではなく、
各時代における全体社会の影響も考慮すべき課 。近代 おける神仏分離の問題と連動する実態に迫るためには、分離施策がとら る前の様相の解明、施策展開 過程、その後の状況などについてみて行く必要があるが、そのためには、これ迄明ら にされた記録 資料だけではなく、新たな材料の発掘が必要であることを強く感じ 次第
（皇學館大学社会福祉学部、国立歴史民俗博物館共同研究員）
（二〇〇八年六月一七日受理、二〇〇八年七月二九日審査終了）
